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Ⅰ．プログラムの準備と設定 

 
１．プログラムの構成 

 
住要求明確化支援プログラムは、以下のようなファイル構成から成り立っています。 
 
①支援プログラムフォルダ 
 

 
 
支援プログラムのフォルダ内には、プログラム本体の Excel ファイルと全事例画像フォ

ルダがあります。全事例画像フォルダには、比較対象事例の画像ファイルが格納されて

おり、プログラム本体と同一フォルダ内に必ずおかなければなりません。 
 
②事例画像フォルダ 
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全事例画像フォルダの中には、テーマ別に画像ファイルを格納するフォルダがあります。 
 
③事例画像フォルダ内部 
 

 
 
各事例画像フォルダの内部には、比較対象事例として用いられる画像ファイルが格納さ

れています。ひとつのテーマについて、最大 20 件までの画像ファイルを表示可能です。 
 

２．利用環境 
 
住要求明確化支援プログラムは、以下の仕様をもつパソコンにコピーして利用できます。 
 
 OS   Windows XP または Windows Vista 
 ディスプレイ  XGA（1024×768 ピクセル）の解像度に設定可能  
 アプリケーション Microsoft Excel 97-2003 以降のバージョン 
 （注）メモリ、ハードディスクの空き容量が不十分な場合、正常に動作しないこ 
 とがあります。 
 （注）フォントサイズ DPI を既定のスケール（96DPI）に設定していない場合、 

操作画面が正常に表示されなくなります。 
（参考）Windows Vista で DPI スケールを変更するには、 
①コントロールパネル⇒デスクトップのカスタマイズ⇒個人設定を開きます。 
②[フォント サイズ (DPI) の調整] を開きます。 
③[既定のスケール (96 DPI) - より多くの情報を表示します] を選択し[OK] を 
クリックします。 
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３．プログラムの準備 
 
住要求明確化支援プログラムは、パソコンのドライブにコピーするだけで、すぐに利用

できます。 
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Ⅱ．プログラムの解説 

 
１．プログラムの目的と想定利用者 

 
本プログラムは、一般の生活者が住居取得を検討する際、住宅に対する要求を明確にし、

それらを的確に表現することは容易ではないことから、消費者の住宅に対する要求事項

（潜在的なものも含めて）を初期の段階から明確化することを支援する目的で作成され

ました。評価グリッド法を用いることにより、住要求の全体的な構造を可視化する機能

を提供しています。特に、要求事項を明確化する必要性が高いと考えられる戸建て注文

住宅の新築を検討している消費者を対象としていますが、住環境に対する要求事項を明

確化する目的においては、検討対象を限定することなく、誰でも利用することができま

す。本バージョンでは、より簡便で使いやすい対話型インタフェースを作成するととも

に、具体的な住宅の比較対象事例（エレメント）をプログラムに実装することによって、

より使いやすいプログラムとすることを目指しています。 
 

２．プログラムの全体構造 
 
本プログラムは、評価グリッド法の手順をもとに構成されています。全体の手順は、下

記に示すとおりですが、プログラム上では５つのステップに分類して表示しています。 
また、プログラムの画面構成は、画面遷移図に示すとおりです。プログラムの流れが分

岐する部分が２か所あります。 
‐STEP１では、住要求の検討方法が２種類用意されており、エレメントの設定方法が異

なります。「住まい全体コース」では、立地環境を含めた住環境全体に対する要求を検討

の対象とし、エレメントは利用者自身が知っている住まいを自由記述する方法です。 
一方、「特定の空間コース」では、外観デザイン、キッチン・ダイニング等の特定の空間

（テーマ）に対する要求を検討の対象とし、エレメントは予め用意された事例のなかか

ら選択する方法です。 
‐STEP２では、設定したエレメントを評価する方法が２種類用意されています。ひとつ

は「順位づけ評価」で、５つのエレメントを比較してよいと思う順番をつけます。もう

ひとつは「優劣段階評価」で、５つのエレメントそれぞれについて（よい―よくない）

のレベルを評価します。特別なケース以外は「順位づけ評価」を行います。 
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①プログラムの全体手順 
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②画面遷移図（スタート部分） 
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③画面遷移図（STEP１） 
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④画面遷移図（STEP２） 
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⑤画面遷移図（STEP３ ～STEP５） 
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３．各画面の紹介 

 
スタート画面（000_プログラムを起動したときに表示される画面） 
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プログラムの解説（001_スタート画面からポップアップ）  
 

 
 
プロフィール入力画面 （100_スタートボタンを押したときに表示される画面）  
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エレメント設定のガイド （200_ステップ１の解説画面）  
 

 
 
事例テーマ選択画面 （特定の空間コースの最初の画面）  
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テーマ事例の評価画面 （211_特定の空間コースで事例を評価する画面）  
 

 
 
事例詳細画面 （211_特定の空間コースで画像を詳しく確認する画面）  
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自由設定 教唆①～③画面 （201～203_住まい全体コースの検討材料の候補入力）  
 

 
 
由設定の 1 次評価画面 （204_住まい全体コースで一次評価する画面）  自
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1 次オリジナル項目の入力画面 （220_よいと選んだ理由を入力する画面）  
 

 
 
特定の空間コースから進んだ場合、事例画像を確認するボタンが表示されます。 
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エレメント選定・修正画面 （221_検討材料５つを指定する画面）  
 

 
 
特定の空間コースから進んだ場合、事例画像を確認するボタンが表示されます。 
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優劣評価・評価語入力のガイド画面 （300_ステップ２の解説画面）  
 

 
 

順位づけ評価画面（301_検討材料をよいものから順位づけする画面）  
 

 

 

15 
 



優劣段階評価画面（311_検討材料をよい悪いでレベル評価する画面）  
 

 

 
特定の空間コースから進んだ場合、事例画像を確認するボタンが表示されます。 
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評価語入力画面（320_ 提示された組合せでよい方のよい理由を入力する画面） 
 

 
 
特定の空間コースから進んだ場合、事例画像を確認するボタンが表示されます。 
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オリジナル評価語一覧画面 （330_これまでに入力した項目を確認・整理する画面） 
 

 
 
ラダーリングのガイド画面 （400_ステップ３・４の解説画面） 
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ラダーダウン画面 （410_表示された項目をさらに具体化する入力画面） 
 

 
 
ラダーダウン子画面（411_上記画面で入力した項目をさらに具体化する画面）  
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ラダーアップ画面（510_表示された項目を求める理由を入力する画面） 
 

 
 
ラダーアップ子画面（511_上記画面で入力した理由のさらに理由を入力する）  
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ネットワーク図編集のガイド（600_ステップ５で行う作業の解説画面）  
 

 
 
ネットワーク図（network_これまでに検討した項目が構造的に表示されるシート）  
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操作パネル（601_図の編集・調整を行うためのボタン類表示画面）  
 

22 
 



 

Ⅲ．プログラムの利用方法 

 
１．プログラムの開始 

 
プログラム本体の Excel ファイルを開くことにより、プログラムのインタフェースとな

る FORM 画面が開いて、プログラムを開始できるようになります。 
 
①プログラムの起動方法 
 

 

 
２．プログラムの中断・終了 

 
プログラムの途中で終了する場合、画面右下にある「終了」ボタンをクリックします。

すると、作業状態を保存するかしないかを問う画面が表示されます。ここで、保存して

プログラムを中断する場合は、「はい」をクリックします。次に、ファイル名と保存先を

指定するウィンドウが表示されますので、任意のファイル名をつけて保存します。保存

しないで終了する場合は、保存の問いで「いいえ」をクリックして終了します。 
改めて、中断したプログラムを続けて実行するときには、スタート画面の「前回の続き」

ボタンをクリックすれば継続することができます。 
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①ファイル名をつけて保存先を指定 
 

 
 
②前回の続きボタンから中断した検討を再開 
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プログラムを最後まで実行して終了する場合、操作パネルの最下段にある「プログラム

終了」ボタンをクリックします。なお、操作パネルの「画像として保存」ボタンにより、

ネットワーク図を１枚の画像として保存することができます（保存先は Excel ファイル

内のシート「イメージ」です）。終了する前に、完成した図を保存しておきましょう。 
 
③ネットワーク図を画像として保存の例 
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Ⅳ．管理者用機能の利用方法 

 
１．比較対象物の追加・変更 

 
本プログラムは、以下の方法により、搭載する比較評価事例を更新することができます。 
 
（１）画像データの追加・変更 
 
事例として使用する画像ファイルを追加・変更するには、使用したい画像ファイルを事

例画像フォルダのなかにコピーします。 
（下図①の例では、T2_外観という名のフォルダに画像ファイルを格納しています） 
 
①画像ファイルのコピー 

 

 
 
次に、プログラム本体のワークシート「theme2」を開いて、事例画像フォルダのなかに

格納したファイルを表示させるための指定を行います。 
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②プログラム本体のシートでの指定 
 

 
 
色分けされた部分に、必要事項を入力します。 
- もも色 画像ファイルを格納したフォルダ名が表示されています 
- 緑色 表示させたい画像ファイル名を入力します 
- 黄色 表示させたい画像タイトルを入力します 
- 水色 プログラムの一覧画面に表示するラベル名を入力します 
画像ファイルは最大 20 件まで登録が可能ですが、それらを表示する画面上のレイアウト

は、表示位置 ELEMENT1~20 の対応する行に画像ファイル名と画像タイトルを入力す

ることにより制御します。 
（下図③には、対応する画面レイアウトを表示しています） 
- 黒数字 画像ファイルを表示する位置を示します 
- 青文字 軸のラベルを表示する位置を示します 
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③事例の評価画面でのレイアウト 
 

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

左ラベル 中央ラベル 右ラベル

 
 
（２）事例テーマ選択画面の変更 

 
比較対象事例のテーマ自体を変更したり、使用するテーマ数を増減したりするためには、

プログラム本体のなかにあるワークシート「themes」を開き、各テーマの名称と画像フ

ァイルの設定をしたワークシート名を指定することで行います。 
ここで設定したテーマ名称はプログラムの事例テーマ選択画面に表示されます。 
また、SHEET_NAME 欄にワークシート名を入力しなければ、事例テーマ選択画面では

非アクティブ表示となり、利用者は選択できなくなります。 
 
①テーマの設定 
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２．記録されたデータの閲覧・利用 
 
プログラムを実行してから保存されたファイルには、その入力内容および最後の検討状

態が保存されています。ファイルを開いて、そのデータを確認することができます。 
保存されたファイルは、支援プログラムのスタート画面にある「ファイルを開く」ボタ

ンを使うか通常の Excel ファイルを開く要領で開きます。起動した支援プログラムは「終

了」ボタンで閉じることができます。表示が残ったウィンドウは通常の Excel ファイル

ですから、ワークシートのタブを選んで、評価構造図、画像イメージ、属性データを確

認することができます。 
なお、操作パネルの「データの書き出し」ボタンを使えば、ネットワーク図（評価構造

図）に記載された項目が、上位：下位に対応して一覧できるワークシート「属性データ

２」を生成することができます。 
 
②属性データ２の例 
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